
（新潟県）

若
者
が
帰
っ
て
来
ら
れ
る
ま
ち
・
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
！

《
雪
へ
の
こ
だ
わ
り
》で
目
指
す
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

雪
国
の
原
点《
雪
》へ
の
こ
だ
わ
り

　

南
魚
沼
市
を
訪
問
し
た
の
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
も
間
近
い
４
月
20
日
・
21
日
の
こ
と
。
晴
天

に
恵
ま
れ
た
20
日
の
午
後
、
市
内
を
流
れ
る
魚
野
川

の
河
畔
や
丘
陵
部
で
は
、
桜
の
花
が
ま
だ
満
開
に
近

い
状
態
を
保
っ
て
い
た
。

　

地
元
の
方
の
話
で
は
、
市
街
地
の
桜
は
満
開
の

ピ
ー
ク
を
数
日
前
に
終
え
て
い
た
よ
う
だ
。
し
か

し
、
魚
野
川
河
畔
で
は
ま
さ
に
雪
国
・
南
魚
沼
市
な

ら
で
は
の《
春
爛ら
ん
ま
ん漫
》の
光
景
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。

　

南
魚
沼
市
の
あ
る
魚
沼
盆
地
を
貫
流
す
る
一
級
河

川
・
魚
野
川
の
河
畔
は
、
沿
岸
の
各
自
治
体
が
例
年
、

要
所
要
所
を《
雪
捨
て
場
》に
活
用
し
て
い
る
。
取
材

者
は
魚
野
川
の
土
手
を
彩
る
桜
並
木
の
真
下
に
設
置

さ
れ
た
雪
捨
て
場
で
、
バ
ッ
ク
ホ
ー（
建
設
重
機
）に

よ
る
残
雪
除
去
の
場
面
に
遭
遇
し
た
の
だ
。

　

５
月
も
間
近
い
時
期
の
魚
野
川
河
畔
で
、
満
開
の

桜
越
し
に
見
る
残
雪
除
去
作
業
│
│
。
こ
れ
は
世
界

有
数
の
豪
雪
地
帯
と
も
さ
れ
る
魚
沼
盆
地
お
よ
び
周

縁
部
を
含
め
た《
魚
沼
地
域
》（
南
魚
沼
市
、
魚
沼
市
、

十
日
町
市
、
小お

ぢ

や
千
谷
市
、
湯
沢
町
、
津
南
町
、
長
岡

市
川
口
地
区
の
総
称
で
、
地
域
全
体
が
特
別
豪
雪
地

帯
指
定
）
の
冬
の
長
さ
と
、
遅
め
の
春
爛
漫
、
そ
し

て
今
風
の
表
現
を
借
り
れ
ば
「
半
端
な
い
降
雪
（
積

雪
）量
」を
合
わ
せ
た
象
徴
的
風
景
の
一
つ
、
と
い
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

例
え
ば
、
昨
年
12
月
か
ら
今
年
３
月
ま
で
の
冬
期

に
大
雪
を
原
因
と
す
る
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た

事
例
は
、
内
閣
府
の
統
計
に
よ
れ
ば
秋
田
県
、
新
潟

県
、
富
山
県
、
福
井
県
で
計
24
件
あ
っ
た
。
そ
の
う

ち
の
８
件
が
新
潟
県
内（
南
魚
沼
市
、
湯
沢
町
、
長
岡

市
、
十
日
町
市
、
糸
魚
川
市
、
妙
高
市
、
上
越
市
、

柏
崎
市
）
の
大
雪
に
よ
る
災
害
お
よ
び
災
害
を
引
き
起

こ
す
危
険
性
に
対
す
る
も
の
だ
っ
た
。
中
で
も
大
き
な

話
題
と
な
っ
た
の
が
、
昨
年
12
月
16
日
か
ら
降
り
始

め
た
大
雪
に
よ
る
、
南
魚
沼
市
と
湯
沢
町
の
事
例
だ
。

　

関
越
自
動
車
道
の
南
魚
沼
市
・
湯
沢
町
エ
リ
ア
で
、

約
１
１
０
０
台
の
車
両
が
52
時
間
立
ち
往
生
、
翌
17

日
に
南
魚
沼
市
と
湯
沢
町

に
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ

た
。
車
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ

た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
、
自
衛
隊
員
や
高
速
道
路
会

社
の
社
員
が
飲
食
物
や
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
を
配
布

す
る
様
子
が
、
メ
デ
ィ
ア
に
刻
々
と
報
じ
ら
れ
た

の
も
記
憶
に
新
し
い
（
他
の
６
市
へ
の
災
害
救
助
法

適
用
は
今
年
１
月
10
日
、
連
日
の
降
雪
で
家
屋
倒

壊
の
危
険
性
が
生
じ
た
た
め
の
事
例
）。

　

南
魚
沼
市
は
平
成
16
（
２
０
０
４
）
年
11
月
１
日

に
旧
・
南
魚
沼
郡
六
日
町
と
大
和
町
が
合
併
し
、

新
市
と
し
て
の
歩
み
を
開
始
し
た
。
さ
ら
に
翌
平

市 政 ル ポ 南
みなみ う お ぬ ま

魚沼市

林
はやし

　茂
しげ お

男
南魚沼市長
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成
17（
２
０
０
５
）年
10
月
１
日
に
旧
・
南
魚
沼
郡
塩

沢
町
を
編
入
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

新
市
発
足
に
当
た
っ
て
、
南
魚
沼
市
は
旧
・
六
日

町
庁
舎
を
本
庁
舎
と
し
、
大
和
町
お
よ
び
塩
沢
町
の

旧
庁
舎
を
支
所
と
し
た
。
こ
の
３
カ
所
の
市
役
所
庁

舎
周
辺
の
今
年
３
月
１
日
時
点
の
積
雪
量
を
、
南
魚

沼
市
公
式
サ
イ
ト
の
《
積
雪
情
報
欄
》
で
見
る
と
、
本

庁
舎
周
辺
が
１
５
８
㎝
、
大
和
庁
舎
周
辺
が
２
０
３

㎝
、
塩
沢
庁
舎
周
辺
が
１
７
８
㎝
だ
っ
た
。
同
じ
く
消

雪
日（
積
雪
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
日
）を
見
る
と
、
本
庁
舎

周
辺
が
３
月
31
日
、
大
和
庁
舎
周
辺
が
４
月

３
日
、
塩
沢
庁
舎
周
辺
が
４
月
７
日
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
南
魚
沼
市
の
市
街
地

は
毎
年
、
12
月
初
旬
の
初
雪
か
ら
約
４
カ
月

間（
長
い
時
で
５
カ
月
間
以
上
）に
わ
た
り
、
雪

景
色
に
覆
わ
れ
る
の
を
常
と
し
て
い
る
。

　

市
街
地
の
積
雪
が
消
え
て
も
、
雪
捨
て
場

に
大
量
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
雪
は
、
取
材
者

が
魚
野
川
の
河
畔
で
見
た
よ
う
に
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
近
く
ま
で
残
る
。
山
間
部
の

積
雪
は
自
然
に
溶
け
て
い
く
が
、
高
所
や
日

陰
に
な
り
や
す
い
場
所
で
は
初
夏
に
至
る
ま

で
残
る
。
程
度
の
差
は
年
に
よ
っ
て
あ
る
も

の
の
、
そ
れ
ら
は
南
魚
沼
市
を
は
じ
め
魚
沼

地
域
全
体
に
見
ら
れ
る
い
つ
も
の
光
景
だ
。

年
間
累
積
降
雪
量
が
10
ｍ
超
と
な
る
こ
と
も

全
く
珍
し
く
な
い
。

　
「
た
だ
、
温
暖
化
な
ど
地
球
規
模
の
環
境

変
化
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
、
近
年
は
私
た
ち

の
地
方
の
雪
の
降
り
方
も
一
定
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
例
え
ば
令
和
２
年
か
ら
３
年
に
か
け

て
の
魚
沼
地
域
は
ド
カ
雪
が
降
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
か
ら
２
年
に
か
け
て
の
冬
は
、
ス

キ
ー
場
が
営
業
で
き
な
い
ほ
ど
の
雪
の
少
な

さ
で
し
た
。
今
年
３
月
１
日
の
段
階
で
は
３

庁
舎
の
周
辺
に
１
５
０
㎝
〜
２
０
０
㎝
の
積
雪
が
あ

り
ま
し
た
が
、
昨
年
は
３
月
１
日
の
時
点
で
消
雪
し

て
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
降
ら
な
い
か
、
や
た
ら
と

降
る
か
と
い
う
具
合
に
、
振
れ
幅
が
極
端
に
大
き
い

の
が
、
魚
沼
地
域
に
お
け
る
近
年
の
雪
の
特
徴
で
す
」

　

そ
う
語
る
林
茂
男
南
魚
沼
市
長
は
、
ス
キ
ー
場
で

有
名
な
石
打
丸
山
観
光
協
会
で
長
く
観
光
振
興
に
携

わ
り
、
市
議（
２
期
）を
経
て
平
成
28（
２
０
１
６
）年

11
月
に
市
長
に
就
任
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
（
２
期

５
年
目
）。

　
《
雪
へ
の
こ
だ
わ
り
》《
若
者
が
帰
っ
て
来
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
》
が
、
就
任
時
か
ら
一
貫
す
る
林
市
政

の「
基
盤
で
あ
り
、
基
本
理
念
」（
林
市
長
）だ
。

伝
統
の
雪
室
が
も
た
ら
す 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
道

　

詳
細
は
後
述
す
る
が
、
林
市
長
は
就
任
以
来
、
世

界
有
数
の
豪
雪
地
帯
に
位
置
す
る
南
魚
沼
市
お
よ
び

南魚沼市

新潟市

毎年10月の南魚沼地域合同除雪出動式は雪国・魚沼地域の魅力発信イベントも兼務

霊峰・八海山をはじめとする越後山脈と魚沼丘陵に挟まれ、魚
野川が貫流する魚沼盆地周辺は世界有数の豪雪地帯

満開の桜の下で行われていた雪捨て場の残雪除去作業
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魚
沼
地
域
全
体
を
持
続
可
能
な
ま

ち
（
エ
リ
ア
）
と
し
て
存
続
さ
せ
る

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
《
雪
の
産
業
化
》

で
あ
る
と
発
信
し
続
け
、
そ
の
実

現
を
目
指
す
た
め
の
事
業
を
多
角

的
か
つ
精
力
的
に
推
進
し
て
き
た
。

　
「
昭
和
も
前
半
期
ま
で
は
多
過
ぎ

る
雪
を
ど
う
克
服
す
る
か
と
い
う

《
克
雪
》が
雪
国
の
大
き
な
テ
ー
マ
で

し
た
。
昭
和
の
後
半
期
に
入
っ
て
か

ら
は
雪
を
ど
う
利
活
用
す
る
か
と
い

う
《
利
雪
》
が
テ
ー
マ
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
平
成
に
入
る
と
豪
雪
を

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
る《
親
雪
》が
唱

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今

も
そ
う
し
た
流
れ
は
ベ
ー
ス
に
あ
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
私
は
親
雪
と
い
う
考

え
方
が
も
た
ら
し
た
雪
の
産
業
化

か
ら
も
う
一
歩
も
二
歩
も
踏
み
込

ん
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
潮
流
に
の
っ

と
っ
て
構
築
す
る
持
続
可
能
な
循

環
社
会
の
主
役
に
し
て
い
き
た
い
。

南
魚
沼
市
を
中
心
に
、
そ
れ
を
魚

沼
地
域
全
体
で
推
進
で
き
た
ら
い

い
な
と
真
剣
に
考
え
て
い
ま
す
。

南
魚
沼
市
や
魚
沼
地
域
に
は
、
そ
の
可
能
性
が
大
い

に
あ
り
ま
す
。
私
が
市
長
選
に
出
た
と
き
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
一
つ
は
《
若
者
た
ち
が
帰
っ
て
来
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り
》
と
い
う
も
の
で
し
た
。
進
学
や
就
職
で

故
郷
を
離
れ
た
若
者
た
ち
、
か
つ
て
の
私
も
そ
の
一

人
で
し
た
が
、
彼
ら
が
安
心
し
て
帰
っ
て
来
ら
れ
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
し
た
い
。
そ
の
肝
に
な
る
の
が

雪
の
産
業
化
な
の
で
す
。

　

昨
年
11
月
の
２
期
目
の
選
挙
の
際
に
は
、
か
な
り

そ
れ
を
前
面
に
出
し
て
訴
え
、
幸
い
に
も
市
民
の
皆

さ
ま
の
支
持
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２

期
目
の
残
り
約
３
年
間
は
い
よ
い
よ
、
そ
の
具
体
的

な
仕
組
み
づ
く
り
に
ま
い
進
し
て
い
く
つ
も
り
で

す
」（
林
市
長
）

　

林
市
長
の
推
進
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
潮
流
に
か
な
っ

た
雪
の
産
業
化
の
主
役
は
、
伝
統
的
な《
雪ゆ
き
む
ろ室

》の
活

用
だ
。
雪
室
は
北
信
越
・
東
北
地
方
な
ど
の
豪
雪
地

帯
で
伝
統
的
に
行
わ
れ
て
き
た
雪
の
活
用
法
の
代
表

的
存
在
で
、
冬
の
間
に
大
量
に
降
っ
た
雪
を
貯
蔵
す

る
建
物
を
指
す
。
雪
室
の
内
部
は
低
温
・
高
湿
度
に

保
た
れ
る
た
め
、
食
品
の
鮮
度
保
存
だ
け
で
な
く
熟

成
の
効
果
も
あ
る
こ
と
な
ど
が
、
各
種
の
科
学
的
分

析
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
空
気
清
浄
化
の
効
果
も
持
つ
雪
の
冷
気
を

活
用
し
た
天
然
冷
房
は
、
排
出
ガ
ス
・
ゼ
ロ
の
超
エ

コ
タ
イ
プ
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
近
年

特
に
注
目
を
集
め
て
い
る
（
送
風
機
な
ど
か
ら
は
排

出
ガ
ス
が
若
干
出
る
）。

　

雪
室
に
関
し
て
は
新
潟
県
、
特
に
南
魚
沼
市
を
は

じ
め
と
す
る
魚
沼
地
域
や
上
越
市
の
先
行
事
例
が
全

国
的
に
知
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
南
魚
沼
市
で
は
、

本
号
が
発
行
さ
れ
る
７
月
初
旬
の
段
階
で
、
大
小
11

棟
の
雪
室
が
稼
働
（
取
材
後
、
初
夏
に
稼
働
開
始
の

雪
室
も
含
む
）
し
て
お
り
、
日
本
酒
や
ワ
イ
ン
、
コ

シ
ヒ
カ
リ
な
ど
の
米
や
野
菜
、
海
産
物
な
ど
の
貯
蔵

の
ほ
か
、
キ
ノ
コ
づ
く
り
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

独
特
の
熟
成
効
果
も
あ
る「
雪
室
貯
蔵
」は
、
素
材

は
も
と
よ
り
、
そ
の
素
材
を
使
っ
た
二
次
製
品
・
三

次
製
品
に
つ
い
て
も
、
高
い
付
加
価
値
と
消
費
者
の

支
持
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。「
雪
室
貯
蔵
」

そ
の
も
の
が
既
に
ブ
ラ
ン
ド
化（
南
魚
沼
ブ
ラ
ン
ド
）

の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

災
害
時
な
ど
の
電
源
喪
失
対
策
に 

絶
大
な
雪
室
の
効
果

　

南
魚
沼
市
内
で
雪
室
を
活
用
し
た
建
物
の
冷
房
設

備
と
し
て
は
、
新
潟
県
南
魚
沼
地
域
振
興
局（
以
下
、

南
魚
沼
地
域
振
興
局
）
の
庁
舎
冷
房
の
事
例
が
、
雪

2月に雪入れされた雪室は酒類・食品類などを通年で熟成冷蔵（写真提供／清酒・鶴齢で知られる青木酒造）

三国街道・塩沢宿の雰囲気を再現した雁木の街並み「塩沢宿牧之通り」は国内外
の観光客に大人気
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南魚沼市　市 政 ル ポ

（新潟県）

室
の
原
理
と
い
う
意
味
か
ら
も
分
か
り
や
す
い
。

　

南
魚
沼
地
域
振
興
局
は
南
魚
沼
市
本
庁
舎
か
ら
近

い
旧
・
六
日
町
地
区
の
中
心
市
街
地
に
立
地
す
る
が
、

平
成
14（
２
０
０
２
）年
か
ら
の
庁
舎
建
て
替
え
の
際

に
雪
室
を
設
置
。
冬
に
降
っ
た
雪
を
貯
蔵
し
、
夏
に

活
用
す
る
雪
冷
房
設
備
を
導
入
し
た
。
雪
室
で
発
生

す
る
冷
気
を
送
風
機
で
各
部
屋
に
送
り
、
床
面
か
ら

冷
気
を
吹
き
出
さ
せ
る
。
冷
気
が
部
屋
で
暖
気
に
変

化
し
た
ら
、
天
井
か
ら
回
収
し
て
雪
室
に
送
り
返
す

「
直
接
熱
交
換
冷
風
循
環
方
式
」を
採
用
。
こ
れ
は
そ

の
他
の
雪
室
で
も
よ
く
採
用
さ
れ
る
方
式
だ
が
、
南

魚
沼
地
域
振
興
局
の
延
床
面
積
５
５
９
２
㎡
の
約

11
％
に
当
た
る
６
４
３
㎡
（
建
物
１
階
の
県
民
ホ
ー

ル
や
会
議
室
な
ど
）
分
の
冷
房
効
果
を
発
揮
し
、
今

日
に
至
っ
て
い
る
。

　

雪
が
少
な
い
と
効
果
が
減
じ
る
の
は
雪
室
の
弱
点

と
い
え
な
い
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
、
特
別
豪
雪
地

帯
の
南
魚
沼
市
で
は
雪
不
足
が
何
年
も
続
く
こ
と
は

考
え
に
く
い
。
排
出
ガ
ス
お
よ
び
光
熱
費
な
ど
の
削

減
は
、
長
期
間
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
含
め
、
南

魚
沼
地
域
振
興
局
で
も
ト
ー
タ
ル
で
か
な
り
の
抑
制

効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。
こ
れ
は
全
て
の
雪
室
の
事

例
に
い
え
る
こ
と
だ
。

　
「
現
状
の
事
例
だ
け
で
な
く
、
雪
室
の
活
用
に
関

し
て
は
今
後
さ
ら
に
多
彩
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
例
え
ば
、
既
に
他
地
域
で
事
業
化
が
進
み
つ
つ

あ
る
事
例
で
い
え
ば
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
サ
ー

バ
ー
か
ら
排
出
さ
れ
る
膨
大
な
量
の
熱
の
冷
却
化

も
、
雪
を
冷
熱
源
と
す
る
雪
室
の
冷
却
効
果
を
活
用

す
れ
ば
ク
リ
ー
ン
に
、
安
定
的
に
、
安
価
に
果
た
せ

ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
の
豊
洲
市
場
の
よ
う
な
超
大
型
冷
蔵

設
備
が
必
要
な
施
設
で
も
、
冬
の
間
に
雪
国
で
膨
大

に
降
る
雪
を
貯
蔵
し
て
活
用
す
れ
ば
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

理
念
に
か
な
っ
た
冷
蔵
・
冷
房
施
設
が
可
能
な
は
ず

で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
実
際
、
南
魚
沼
の
雪
を

使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
と
、
東
京
都
に
提
案
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
具
体
的
な
話
に
は
進
み
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
す
れ
ば
豊
洲
市
場
に
は
世

界
中
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
る
は
ず
で
す
。
脱
炭
素
に

ぴ
っ
た
り
な
雪
室
の
活
用
は
、
世
界
的
な
話
題
に
な

る
と
思
い
ま
す
」（
林
市
長
）

　

さ
ら
に
、
雪
室
を
使
っ
た
倉
庫
は
「
電
源
喪
失
対

策
と
し
て
も
大
き
な
効
果
を
見
込
め
る
は
ず
で
す
」

と
林
市
長
。「
何
ら
か
の
災
害
や
事
故
な
ど
が
原
因
と

豊富な水量と優れた水質で魚沼盆地の農業の基盤となってきた魚野川

日本3大奇祭「裸押合大祭」で知られる上杉謙信ゆかりの古刹、浦佐毘沙門堂
（うらさびしゃもんどう）・普光寺

1300年前の奈良時代創建とされる雲洞庵（うんとうあん）は、上杉景勝・直江
兼続主従ゆかりの名刹
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な
っ
て
電
源
喪
失
し
た
場

合
、
社
会
機
能
の
多
く
が

《
オ
ー
ル
電
化
》
で
動
い
て

い
る
日
本
社
会
は
、
大
混

乱
に
な
り
ま
す
。
そ
の
際

に
も
雪
室
は
、
食
糧
や
医

薬
品
な
ど
の
冷
蔵
備
蓄
に

大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る

こ
と
で
し
ょ
う
」

　

確
か
に
震
災
時
な
ど
に

大
規
模
避
難
所
に
な
る
よ

う
な
場
所
に
雪
室
が
あ
れ

ば
、
停
電
対
策
の
一
環
と

し
て
心
強
い
存
在
に
な

る
。
例
え
ば
停
電
に
な
っ

て
も
冷
房
効
果
は
途
切
れ

な
い
。
避
難
生
活
に
不
可

欠
な
薬
品
類
や
飲
料
・
食

品
類
も
安
全
に
冷
蔵
備
蓄
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
こ

と
を
踏
ま
え
、
林
市
長
は
「
ゆ
く
ゆ
く
は
冷
蔵
倉
庫

群
の
建
設
計
画
を
誘
致
し
、
雪
を
冷
熱
源
に
し
た
倉

庫
地
帯
の
構
築
を
南
魚
沼
市
で
実
現
し
て
い
き
た

い
」と
語
る
。

雪
の
産
業
化
が
持
続
可
能
な 

ま
ち
づ
く
り
の
要
に
な
る
理
由

　
「
そ
れ
は
、
南
魚
沼
市
が
単
に
豪
雪
地
帯
だ
と
い

う
理
由
だ
け
で
言
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
東
京
都

（
練
馬
区
）と
新
潟
県（
長
岡
市
）を
結
ぶ
関
越
自
動
車

道
に
よ
っ
て
、
南
魚
沼
市
は
関
東
地
方
・
北
陸
地
方

の
出
入
口
、
結
節
点
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
全

通
の
時
期
は
ま
だ
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
直
江

津
港
を
有
す
る
上
越
市
か
ら
十
日
町
市
を
経
由
し
、

南
魚
沼
市
に
至
る
上
越
魚
沼
地
域
振
興
快
速
道
路

（
以
下
、
上
沼
道
）は
現
在
、
全
長
約
60
㎞
の
う
ち
約

16
㎞
が
開
通
し
て
い
ま
す
。
こ
の
上
沼
道
が
全
通
す

れ
ば
、
関
越
自
動
車
道
と
合
わ
せ
、
北
陸
方
面
へ
の

交
通
高
速
化
が
さ
ら
に
進
み
ま
す
。

　

南
魚
沼
市
は
現
在
で
も
、
物
流
拠
点
に
最
適
な
ア

ク
セ
ス
の
良
さ
が
あ
り
ま
す
が
、
上
沼
道
が
完
成
す

れ
ば
そ
の
効
果
は
倍
加
す
る
は
ず
で
す
。
さ
ら
に
物

流
拠
点
に
、
雪
室
に
よ
る
環
境
に
や
さ
し
い
冷
蔵
貯

蔵
が
可
能
な
倉
庫
群
が
造
ら
れ
れ
ば
、
単
な
る
物
流

拠
点
以
上
の
存
在
に
な
り
ま
す
。
安
価
で
安
全
に
冷

蔵
貯
蔵
が
で
き
る
上
、
雪
室
に
よ
る
食
材
や
飲
料
の

熟
成
効
果
が
加
わ
り
、
付
加
価
値
が
も
の
す
ご
く
高

ま
る
。
南
魚
沼
市
の《
ふ
る
さ
と
納
税
》返
礼
品
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
雪
室
貯
蔵
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
野
菜

類
、
酒
や
ワ
イ
ン
な
ど
に
対
す
る
絶
大
な
人
気
が
、

既
に
そ
れ
を
明
確
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
医
薬
品
の
ア
ク
セ

ス
良
好
な
冷
蔵
貯
蔵
基
地
と
し
て
機
能
し
て
い
く
こ

と
も
で
き
ま
す
。
必
然
的
に
雇
用
の
場
が
創
出
さ

れ
、
南
魚
沼
市
や
魚
沼
地
域
か
ら
い
っ
た
ん
離
れ
て

い
っ
た
若
者
た
ち
が
《
帰
っ
て
来
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
》に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

現
在
は
ま
だ『
た
ら
・
れ
ば
』に
近
い
世
界
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
達
成
す
べ
き
目
標
は
し
つ
こ
く

言
い
続
け
、
実
現
に
向
け
行
動
し
続
け
る
こ
と
が
肝

要
で
す
。
私
が
市
長
に
就
任
以
来
、『
今
度
の
市
長

は
雪
遊
び
が
過
ぎ
る
』
と
揶や

ゆ揄
さ
れ
て
も
め
げ
ず
に

（
笑
）、
一
貫
し
て
雪
に
こ
だ
わ
り
、
雪
の
産
業
化
の

推
進
こ
そ
が
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
か
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の《
肝
》だ
と
言
い
続
け
て

い
る
の
も
、
そ
の
た
め
な
の
で
す
」（
林
市
長
）

　

あ
ま
り
に
も
多
過
ぎ
る
雪
は
、
古
来
、
豪
雪
地
帯

に
暮
ら
す
人
々
に
と
っ
て
大
変
な
重
荷
で
あ
っ
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
れ
は
現
在
も
同
様
で
、

「
正
直
な
と
こ
ろ
、
雪
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
だ
け
の
存

在
と
考
え
る
方
は
、
地
元
や
周
辺
地
域
で
も
ま
だ
ま

だ
少
な
く
な
い
」（
林
市
長
）の
も
事
実
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
魚
沼
地
域
の
雪
は
古
来
、
地
域
の
人
々

に
と
っ
て
は
生
活
の
糧
で
あ
り
、
文
化
の
源
で
も

あ
っ
た
。
雪
国
の
暮
ら
し
を
描
い
て
江
戸
時
代
の
ベ

刈り入れを待つコシヒカリは魚沼地域のまさに宝

若者・移住者向けに雇用の場を紹介する「メイドイン南魚沼・企業を知る展」（南
魚沼市図書館）
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ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
塩
沢
出
身
の
文
人
・
鈴
木

牧ぼ
く
し之
の『
北ほ

く
え
つ
せ
っ
ぷ

越
雪
譜
』に
は
、
雪
国
の
暮
ら
し
の
厳
し

さ
と
同
時
に
、
現
在
で
は
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財

と
な
っ
て
い
る
越
後
上
布
が
、
布
地
を
雪
の
上
に
さ

ら
す《
雪
さ
ら
し
》を
経
な
い
と
成
立
し
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
や
、
雪
に
ま
つ
わ
る
各
種
の
生
活
の
知

恵
、
雪
の
中
で
も
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
様
子
な
ど

も
、
風
物
詩
と
し
て
情
感
豊
か
に
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
米
ど
こ
ろ
・
酒
ど
こ
ろ
と
し
て
の
魚
沼
地
域

を
支
え
て
い
る
要
因
が
、
毎
年
の
豪
雪
が
も
た
ら
す

豊
富
な
伏
流
水
で
あ
る
こ
と
は
古
来
、
地
域
の
人
々

に
も
よ
く
理
解
さ
れ
て
き
た
。

　

地
域
の
人
々
に
と
っ
て
「
愛
憎
半
ば
す
る
存
在
」

だ
っ
た
雪
を
、
持
続
可
能
な
近
未
来
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
エ
ン
ジ
ン
に
し
よ
う
と
す
る
林
市
長
の
試
み

は
、
雪
国
の
原
点
で
あ
る
雪
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
す

る
取
り
組
み
と
も
い
え
る
。

　

林
市
長
は
就
任
以
来
、
ス
キ
ー
場
が
市
内
に
10
カ

所
あ
る
環
境
を
活
用
し
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
専
用
ゲ
レ

ン
デ
や
ハ
ー
フ
パ
イ
プ
の
練
習
施
設
「
ガ
ン
ホ
ー
・

モ
ン
ス
タ
ー
パ
イ
プ
」、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
た
ち
の

夏
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
欠
か
せ
な
い
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
場「
南
魚
沼
市
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
」な
ど
の
整

備
に
尽
力
し
、
国
内
外
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
の
熱
視

線
を
集
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
真
夏
の
五
輪
と
な
る
東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
先
駆

け
、
雪
室
で
貯
蔵
し
た
雪
を
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
会
場
に
運
ん
で《
夏
に
も
使
え
る
雪
》の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
り
、
雪
の
エ
コ
フ

ル
な
効
果
を
環
境
省
に
報
告
・
提
言
す
る
な
ど
、
雪

を
前
向
き
に
発
信
す
る
取
り
組
み
を
、
機
会
あ
る
ご

と
に
展
開
し
て
き
た
。

　

一
方
で
農
業
、
林
業
、
観
光
の
振
興
な
ど
地
域
経

済
の
活
性
化
に
加
え
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
の
っ

と
っ
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
で
あ
る

《
医
療
の
ま
ち
づ
く
り
》
に
も
令
和
２
年
度
か
ら
着

手
。「
人
口
当
た
り
の
医
師
数
や
医
療
機
関
数
が
全
国

で
最
も
少
な
い
、
ま
さ
に
地
域
医
療
の
課
題
を
地
で

行
く
南
魚
沼
市
」（
林
市
長
）
に
お
い
て
、
将
来
に
わ

た
り
持
続
可
能
な
市
立
病
院
群
を
中
心
と
す
る
、
地

域
包
括
ケ
ア
体
制
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
も
開

始
し
て
い
る
。

　

意
外
に
忘
れ
ら
れ
が
ち
だ
が
、
明
治
20
年
代
の
新

潟
県
に
は
、
東
京
を
超
え
て
人
口
が
日
本
一
だ
っ
た

時
期
が
何
度
か
あ
る
。
当
時
は
第
一
次
産
業
中
心
の

時
代
で
、
中
で
も
米
ど
こ
ろ
・
酒
ど
こ
ろ
の
新
潟
県

に
は
雇
用
の
場
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
か
ら
だ
。
や
が

て
急
速
な
工
業
化
と
と
も
に
、
首
都
圏
や
そ
の
他
の

地
方
へ
の
人
口
流
出
が
続
き
、
そ
の
流
れ
は
今
日
に

ま
で
至
っ
て
い
る
。

　

人
口
を
日
本
一
に
戻
す
こ
と
は
不
可
能
で
も
、
雪

国
な
ら
で
は
の
地
域
資
源
で
あ
る
雪
の
産
業
化
を
媒

介
に
、
多
方
面
で
の
活
性
化
を
進
め
、
雇
用
の
場
が

増
え
て
い
け
ば
、
人
口
再
流
入
の
可
能
性
は
夢
で
は

な
い
。

　

林
市
長
が
推
進
す
る
、
一
連
の
《
冷
た
い
雪
》
を

《
熱
い
夢
》に
換
え
る
取
り
組
み
に
は
、
そ
ん
な
可
能

性
を
十
分
に
感
じ
さ
せ
る
説
得
力
が
あ
る
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤 

隆
／
取
材
日 

令
和
３
年
４
月
21
日
）

1200年以上の歴史を誇る越後上布の雪さらしは冬の風物詩

毎年の積雪量はカマキリの営巣の高さで分かるという「雪国の知恵」をアート化
したカマキリのオブジェ
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